
0 10,000 20,000

個別供給

地区供給

期間熱負荷（2018年2月）[kWh]

0 50 100

個別供給

地区供給

最大熱負荷[kW]

蓄
熱
槽

熱交換器

建物A

熱
源
機
1

建物B 建物C

熱源機2

熱供給
プラント

熱導管

・・・

負荷 負荷 負荷

1

2

3

4 5 6 7

ポンプ

バルブ

ボイラ棟

住棟Ｃ(6戸)

住棟Ｄ(2戸)

住棟Ａ(4戸)

住棟Ｂ(4戸)建物群でエネルギー利用の最適化を実現する

道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所

背 景

成 果

期待される効果

建物群のエネルギー利用に係わる最適な設計や運用改善、制御技術の開発などに活用されます。

経常研究

・温室効果ガス低減のため、建築物の省エネルギー化は喫緊の課題です。

・これらの促進のためには、個々の建築物の省エネ化のみならず、複数の建物を
連携させて省エネ化・イニシャルコストの削減を図ることが重要です。

建物群のエネルギー利用を考慮した解析手法の開発・最適手法の検討

数値解析モデルの例

共同住宅の断熱性能、暖房設備の制御方法、熱源機やポンプの能力、熱導管の
仕様、温水流量などをパラメータとしたエネルギー消費量や室温解析により、
最適手法を提案

建築群で熱供給することで、運用エネルギー
は微増するが、暖房設備機器の低容量化（コ
ストダウン）が可能

1 2エネルギー削減方法の試行（実測）

44％減少

津別町西町団地（計16戸）木質バイオマスによる熱供給施設

本システムの
一次エネルギー構成比率

18％増加

熱源
62％

搬送動力
20％

配管
熱ロス
18％

熱源機１

熱源機2

ポンプ1

ポンプ2

ポンプ
3～7

木質バイオマスなどの再生可能エネルギー
活用のためには機器の低容量化が重要です。
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